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制
度
の
谷
間
・
専
攻
科 

高
校
卒
業
後
に
看
護

等
の
専
攻
科
に
進
学
す

る
学
生
や
、
特
別
支
援
学

校
卒
業
後
、
は
り
・
き
ゅ

う
師
等
の
専
攻
科
に
進

学
す
る
学
生
は
高
等
教

育
無
償
化
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。 

大
島
議
員
は
「
子
供
た

ち
は
み
ん
な
隔
て
な
く

平
等
で
あ
る
べ
き
。
制
度

上
そ
こ
が
谷
間
に
な
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
す
ぐ

対
処
す
べ
き
」
と
文
部
科

学
大
臣
に
提
案
。 

大
臣
は
「
前
向
き
に
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
即
答
。
今
後
、
制

度
の
谷
間
を
埋
め
る
整

備
が
進
み
ま
す
。 

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ 

大
島
九
州
男
議
員
が

平
成
２
５
年
に
実
現
さ

せ
た
航
空
法
改
正
で
は

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
発

着
地
点
の
規
制
が
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。 

施
行
規
則
第
１
７
６

条
に
お
い
て
民
間
機
も

同
様
な
運
用
が
可
能
で

す
が
手
続
き
が
多
す
ぎ

る
と
の
指
摘
が
相
次
い

で
い
た
こ
と
か
ら
大
島

議
員
は
国
土
交
通
省
に

改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

専
門
職
大
学
の
認
可 

大
島
議
員
が
１
０
年

か
け
て
立
法
し
た
専
門

職
大
学
制
度
は
４
月
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

し
か
し
設
置
認
可
の

審
査
が
厳
し
す
ぎ
て
申

請
取
り
下
げ
が
頻
発
。 

大
島
議
員
は
こ
の
事

態
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
文
部
科
学
大
臣
に
進

言
し
、
申
請
者
目
線
で
の

設
置
認
可
を
す
る
よ
う

文
部
科
学
省
に
指
示
。 

「
ノ
ズ
ル
を
絞
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
」
と 

対
応
を
改
め
る
旨
の
答

弁
を
得
ま
し
た
。 

参
院
選
は
７
月
２
１
日 

 

大
島
議
員
は
医
療
費

控
除
を
参
考
に
、
学
習
塾

や
教
育
機
関
に
支
出
し

た
費
用
を
控
除
す
る
民

間
教
育
費
控
除
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

次
の
６
年
で
民
間
教

育
費
控
除
の
実
現
を
果

た
す
べ
く
、
大
島
議
員
は

３
期
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

す お 

１２年間で１７７回目となる委員会質疑（写真は文教科学委員会） 

福岡事務所 

国会事務所 

柔整鍼灸 

学習塾 

人権政策 

地域振興 

動物愛護 

世界平和 

大
島
九
州
男
議
員
は 

文
教
科
学
委
員
会
で
教
育

制
度
改
革
を
テ
ー
マ
に 

文
部
科
学
大
臣
と
論
戦
を

交
わ
し
ま
し
た
。 

 

政
策
実
現
に

全
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大島九州男  

１９６１年福岡生れ 日本大学法学部卒 

✔柔道整復の国会質問１２年連続第１位 

✔民間教育振興の議員ナンバーワン 

 

参議院議員 
全国・比例代表 

な
ま
え 

動
物
の
い
の
ち
を
守
る 

国
会
で
は
動
物
愛
護

法
の
改
正
議
論
が
佳
境

を
迎
え
て
い
ま
す
。 

一
般
的
に
、
法
律
は
省

庁
が
案
を
作
成
し
て
政

府
に
提
示
し
ま
す
。 

そ
の
後
、
国
会
で
の
審

議
を
経
て
法
律
が
成
立

し
ま
す
。 

動
物
愛
護
法 

動
物
愛
護
法
（
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
）

は

省
庁
が
案
を
作
成
し
た

法
律
で
は
な
く
、
超
党
派

の
議
員
が
お
互
い
の
知

恵
を
持
ち
合
い
作
成
さ

れ
た
議
員
立
法
で
す
。 

動
物
愛
護
法
の
基
本

理
念
は
、
す
べ
て
の
人
が

「
動
物
は
命
あ
る
も
の
」

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

み
だ
り
に
動
物
を
虐
待

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
す
る
の
み
で
な
く
、
人

間
と
動
物
が
共
に
生
き

て
い
け
る
社
会
を
目
指

し
、
動
物
の
習
性
を
よ
く

知
っ
た
う
え
で
適
正
に

取
り
扱
う
よ
う
定
め
て

い
ま
す
。 

ク
ス
オ
と
の
出
会
い 

大
島
九
州
男
議
員
は
ペ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
売
れ

残
っ
た
犬
た
ち
が
、
と
も

す
る
と
殺
処
分
の
対
象

と
な
る
こ
と
を
大
島
議

員
が
開
設
し
た
塾
の
卒

塾
生
か
ら
聞
き
、
動
物
愛

護
活
動
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。 

卒
塾
生
の
紹
介
で
出

会
っ
た
生
後
７
ヶ
月
の

ボ
ー
ダ
ー
コ
リ
ー
は 

大
島
九
州
男
事
務
所
の

一
員
と
し
て
迎
え
入
れ

ら
れ
、
ク
ス
オ
（
九
）
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

大
島
事
務
所
の
一
員

と
な
っ
た
ク
ス
オ
は
、 

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
く

う
ち
に
本
来
の
愛
犬
と

し
て
の
成
長
を
見
せ
る

よ
う
に
な
り
、
今
で
は
街

頭
活
動
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。 

法
改
正
の
論
点 

動
物
愛
護
法
改
正
の

論
点
は
、
犬
や
猫
へ
の
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着

義
務
化
や
生
後
５
６
日

以
下
の
犬
・
猫
の
販
売
を

禁
じ
る
「
８
週
齢
」
規
制

の
導
入
が
柱
で
す
。 

年
間
４
万
３
千
匹
に

上
る
犬
猫
殺
処
分
の
撲

滅
と
無
責
任
な
ペ
ッ
ト

大
島
九
州
男
議
員
の
街
頭
国
政
報
告
に
参
加
す
る
ク
ス
オ
（
福
岡
県
直
方
市
内
） 

販
売
業
者
の
排
除
な
ど

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。 

大
島
九
州
男
議
員
は

い
の
ち
を
大
切
に
す
る

社
会
を
目
指
し
て
、
動

物
愛
護
法
の
改
正
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 


